
取組事例紹介

働き方改革応援レシピ

ハンディ端末で業務の効率化を

注文、レジ関連の作業時間が短縮

紙
伝
票

・機械化によって厨房への注文内容の早期反映や、人的ミス削減につながり、お客様からの評価が上昇し、売上
アップにもつながった。

・各労働者の業務負担が減ったことで、時間外労働が減少し、36協定の上限も見直した。

従来まで、注文を受けた際は紙伝票に記入していたことから、記入誤り等のミスがあり、業務効率が悪かった事業
主が注文専用のハンディ端末（※）を導入し、ホールと厨房のやり取りを迅速化することにより残業削減に取り組
んだ。
※ 原則として、パソコン、タブレット、スマートフォンは対象となりません。

飲食業向け

業種：飲食店 従業員数：15名

御社の働き方改革を「働き方改革推進支援センター」は応援します！
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人手不足・社員の定着でお悩みの事業主様！

【設備導入費用には助成金】
○働き方改革推進支援助成金
（労働時間短縮・年休促進支援コース）
助成率 ７５％（一定要件の場合、８０％）

かつ
上限額 最大2００万円

（一定要件の場合、最大４４０万円）
◆助成金等には成果目標の達成状況等、一定の要件があります
◆申請締切令和3年11月30日（国の予算の制約のため、これ
以前に受付を締め切る場合があります）

～生産性を向上させる工夫～

人手不足で残業が増え、残業
が増えるとさらに人が辞める。
悪循環だ。

ハンディ端末を導入した結果、ホールと厨
房の連携もスムーズになり、残業が減った。
残業が減ったことに合わせて36協定の上
限を短縮したところ、人材も定着した。

お困りのようですね。
残業の主な理由はなん
でしょう。

それでは、ハンディ端末を導入し、業
務を効率化してみませんか。
様々な助成金もあるので活用してみて
はどうでしょう。

そうだなぁ。注文伝票が紙なん
だけど、紙だと記入ミスがある
し、効率が悪いと感じるなぁ。

No.４

詳しくは当センター特設サイトへアクセス 愛知働き方改革推進支援センター► 検索
QRコード
でもアクセス
可能です！
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